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―宮城県丸森町を対象として― 
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 本研究では，浸水危険性と利便性という条件が過去の市街化に与えてきた影響について，市街化の

判断に与えた影響，および二時点間の条件変化が及ぼした影響という二つの視点で分析を行った．そ

の結果，市街化の判断において，令和時点でも浸水危険性は明治時点と同程度の考慮がなされている．

その一方，この間に利便性が至る所で大幅に向上したことで，多くの地域で市街化確率が大幅に高ま

り，その中には浸水危険性が高い地域も含まれていることがわかった．  
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1.はじめに 
本研究では，浸水危険性の高さ，生活上の利便性の高

さという二つの条件が市街化に影響を与えたと考え，

市街化の判断に与えた影響，そして二時点間で起こっ

た地域の条件変化が及ぼした影響という二つの視点か

ら分析を行う．明治と令和の二時点において，両条件の

指標を 100mメッシュ単位で作成したのち，市街化の判

断に与えた影響をロジスティック回帰分析によって推

定する．さらに，二時点における地域の条件を代入し，

市街化確率の変化を確認する． 

 

2.本研究で用いる設定 
(1)対象地域 

宮城県丸森町北東部を対象地域とし，100mメッシュ

単位（n=2660）での分析を実施する．  

 

(2)対象時点と対象地域の類型区分 

治水事業の実施に伴う浸水危険性の低減や都市開発

による利便性の向上を考慮し，これらを間に挟む二時

点である明治 41年と令和 3年を対象時点とする．対象

メッシュを市街化の時期により表-1 のように分類する．  

 

3.浸水危険性指標の定義・算出 
本研究では，両時点の地形モデルに基づく降雨被害

の再現シミュレーション 1)から，各メッシュの浸水深の

最大値を取得し，浸水危険性の指標（以下，最大浸水深

[m]）とする．降雨データは，記録的豪雨の代表的な事

例として，令和元年東日本台風時（2019 年 10 月）2)の

連続 48時間の降雨実績値を用いる． 

 

4.利便性指標の定義・算出 
ここでは利便性として，生活上利用する施設へのア

クセスの容易さを考える．本研究では「一定時間内にア

クセス可能な施設の多さ」として，各メッシュから到達

可能な範囲（以下，到達圏）の内部にある建物の延床面

積[m²]によって利便性を表現する．（以下，到達圏内延

床面積）．到達圏は，各メッシュの中心点に最も近い道

路中心線上の 1 点を始点として，10 分間のうちに移動

可能な道路から 100mの範囲を計算する．到達圏内延床

面積の算出には ArcGIS Pro を用いる．計算上の設定・

使用データを表-2 に示す．  

 

5.各条件が市街化に与える影響の比較 
(1)市街化に関するロジスティック回帰分析 

対象地域の全メッシュを対象に，浸水危険性と利便

性の指標を用い，市街化確率𝑃を推定するロジスティッ

ク回帰モデルの構築を行う．回帰式は以下の通り． 

 

𝑃(𝑓, 𝑐) =
1

1+exp⁡(−(𝛽0+𝛽1𝑓+𝛽2𝑐))
⁡   (1) 

ここで𝑓は浸水危険性を表す変数，𝑐は利便性を表す

変数，𝛽は偏回帰係数である．これらは，3 章と 4 章で

算出した各指標の値に基づいて，以下のように設定す

る．  

表-2 到達圏内延床面積の設定・使用データ 

 

表-1 対象地域全体のメッシュ類型区分 
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𝑓 = 𝑙𝑜𝑔10(𝑥)    (2) 

𝑐 = 𝑦/10000    (3) 

𝑥は最大浸水深[m],⁡ 𝑦は到達圏内延床面積[m²]であ

る．最尤推定法を用いた偏回帰係数の算出結果を表-3

に示す．浸水危険性の偏回帰係数は負であり，二時点間

で有意差がない．つまり，市街化の判断において，令和

時点でも明治時点と同程度に浸水危険性が考慮されて

いることがわかる． 

 

(2)平均的な条件下での市街化確率 

令和時点の回帰モデルに，いずれかの時点における

全メッシュの𝑓および𝑐の平均値を代入することで，4 パ

ターンの市街化確率𝑃(𝑓, 𝑐)の値を算出する．結果を表-

4 に示す．令和時点の利便性が高まったことにより，全

体的に市街化確率が大きく増加したといえる． 

 

(3)令和時点の回帰モデルと実際の市街化の比較 

表-5 に，令和時点の回帰モデルによる市街化確率の

推定結果と市街化の実態についてのクロス集計の結果

を示す．ここでは，市街化確率の閾値（50%）のほか，

全対象メッシュに占める市街地メッシュの割合を用い

た地域内の平均的な市街化確率の閾値（21.4%）を用い，

3 つのカテゴリを設定した．図-1 に，令和時点の全メッ

シュにおける二条件の分布と，前述した 2 つの閾値に

対応する市街化確率曲線を示す． 

図-1 において，市街化のプロットの多くは，平均市

街化確率曲線（破線）の左側に位置しているが，右側の

浸水深が 3m 以上という危険性の大きな場所にも市街

化のプロットがみられる．今後の市街化は，破線より左

に位置するより安全な地域に誘導すべきである．また，

浸水危険性の高い既成市街地も，建物の更新時期に合

わせて，土地のかさ上げなど，個別の対策を行うことが

望ましいと考える． 

 

6.おわりに 
本研究では，宮城県丸森町を対象として，浸水危険性

と利便性が明治・令和の二時点において市街化に与え

た影響を，ロジスティック回帰分析をもとに推定し，比

較した．その結果，市街化の判断において，浸水危険性

は明治時点と同程度考慮されていることがわかった．

しかし，利便性が至る所で大幅に向上したことで，多く

の地域で市街化が起こりやすい条件を満たすようにな

り，その中には浸水危険性が高い地域も含まれている

こともわかった． 

今後の課題として，丸森町と異なる都市規模の地域

での検証，および平常時の降雨パターンでの検証や，浸

水危険性・利便性の各指標の精度向上が必要であると

考える． 
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図-1 令和時点の二条件の分布と市街化確率曲線 

表-5 市街化推定結果と実態のクロス集計 

 

表-3 偏回帰係数の算出結果 

 

表-4 令和モデルにおける市街化確率 

 


